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研究成果の概要（和文）：本研究はテリトーリオ戦略がどのような要件で競争優位性を生むのかをイタリアと日
本の事例から明らかにした。第1は自社の目的と地域目的(持続可能性)の共通化である。イタリアの農産物・食
品の生産者は地域に生かされている、地域の持続可能性が自社の持続可能性であると考え、地域との共存を目指
すことから、地域に根ざした(embedded)農業を実践する。第2は住民のテリトーリオ教育である。第3はネットワ
ークによるテリトーリオ・アイデンティティと地域コミュニティの形成である。第4は、農業の多機能性による
持続可能なフードシステム作りである。イタリアの農業は、経済と非経済のバランスを取ることで豊かな社会を
実現する。

研究成果の概要（英文）：This study clarifies from the Italian and Japanese cases what requirements 
for a teritorio strategy to create a competitive advantage. The first is the commonality between the
 company's own objectives and regional objectives (sustainability). Italian producers of 
agricultural and food products believe that they are supported by the local community and that the 
sustainability of the local community is the sustainability of their own company, and they aim to 
coexist with the local community, thus practicing embedded agriculture. The second is teritory 
education of the local residents. The third is the formation of a territorio identity and local 
community through networking. The fourth is the creation of a sustainable food system through the 
multifunctionality of agriculture. Italian agriculture achieves a prosperous society by striking a 
balance between economic and non-economic factors.

研究分野： テリトーリオ

キーワード： テリトーリオ　地理的表示保護制度　都市と農村の交流　地域活性化　内発的発展
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、持続可能な社会文化的テリトーリオを実現する手がかりを提示した。持続可能な社会の実現のために
は、テリトーリオが経済的・社会的に自立する必要がある。イタリアは、マクロな次元では外部経済価値、特に
自然環境保全を組み入れた政策の策定、メゾな次元では産業セクターや行政区分を超えた地産地消型で循環型の
バリューチェーンを共同で構築する主体の関係形成、ミクロな次元では各主体の個別活動やプロジェクトをネッ
トワーク化し構造化することで、テリトーリオのアイデンティティを創りだす。都市、農村、歴史、政策、原産
地呼称保護、ショートサプライチェーンといった観点から持続可能なテリトーリオにアプローチした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、効率性、利便性、機能性を追求してきた 20 世紀の資本主義を基礎にした経済活動

および学術的研究の限界を解決する新しい文明論を提言することを目的にした。持続可能で安
定的な社会を創造するためにはレジリエンスな構造を持つ生産と消費の仕組みを理論的かつ実
務的に構築する必要があり、ことさら日本においては疲弊し衰退する地域の内発的発展を促す
農村経営のロジックを学術的に検討し提示することが急務である。そこで、本研究は、経営学や
マーケティングの既存の理論枠組みでは十分に解決できない地域活性化に関わる、都市と農村
のバリューチェーンによる地域の産業基盤の構築が実現する地域活性化の新しい理論モデルを
構築するために、建築史、法律、政策、経営学、文化、歴史という多様な学問分野と枠組みを用
いた学際的・国際的共同研究を実施することにした。 
 
２．研究の目的 
本研究は欧州と日本という文化的、制度的、社会的に異なる国での地理的表示に関わる農

業活動、ならびに独特の地域構造と資源価値の再定義によって、観光客を惹きつける農村マ
ネジメントの SDGs に関わる理論を体系化し具体的モデルを提示し目標達成を評価するた
めの指標を構築する。  
農村(田園)の資源価値を再発見・再定義しそこで実践される農業活動はどのように SDGs(持続

可能な開発目標)の達成に貢献できるのかを明らかにする。これが本研究課題の核心をなす学術
的「問い」である。いわゆるスマート農業や ICT 等によって効率化するのではなく、非効率と
いわれる農村の営みの機能を整理し SDGs の文脈で価値を再検討することで既存理論が説明で
きない地域ポテンシャルを高める新たな理論を提示する。 
 
３．研究の方法 
第 1 に、文献調査において研究に必要な資料や文献の収集を行い、関連分野の包括的か

つ詳細なレビューを行った。具体的には、農業経済学、農業経営論、 ツーリズム、および
地域活性化などの関連する研究蓄積を抽出し、それらに対して体系的なレビューを行うこ
とで、鍵概念に関する理論的な理解を深めた。 
第 2 に、日本とイタリアにおける特定的な農業に従事する人々、GI 登録団体、自治体、

省庁に対してインタビュー調査を行う。また、両国における地域活性化のための政策担当者
に対しても積極的にインタビューを実施し、日伊の文化が生む農業経営および農村マネジ
メントの差異に関する手がかりを得る。これらの活動によって SDGs 達成のための経済価
値、社会価値、環境価値を基盤とした農村マネジメント戦略の認識と考え方やそれを推進す
る意義を確認し、それらの文化的多様 性について鍵概念間の関係を整理しながら明らかに
した。 
調査にあたっては、国内では研究代表者と研究分担者の人的および組織的ネットワーク

を使い、研究代表者がすでに実施して関連主体からの信頼を獲得している調査対象三島馬
鈴薯に関する調査を実施した。海外では研究代表者の 2 年間のイタリア滞在および研究分 
担者陣内秀信の 7 年間のイタリア滞在で構築した人的ネットワークを活用し効率的かつ効
果的なデータ収集を実施することができた。具体的にはトスカーナ州のアミアータが対象
地となった。 
 
４．研究成果 
本研究はテリトーリオ戦略がどのような要件で競争優位性を生むのかをイタリアと日本の事

例から明らかにした。 
第 1 は、自社の目的と地域目的(持続可能性)の共通化である。Porter, et,al.(2011)が提唱した

共通価値創出(Creating Shared Value: CSV)のとおり、イタリアの農産物・食品の生産者は地域
に生かされている、地域の持続可能性が自社の持続可能性であると考え、地域との共存を目指す
ことから、地域に根ざした(embedded)農業を実践する。後押しするのは EU の農業政策である。
農村を生産の場でありつつ生活の場ととらえ、まずは地元の市場と消費者に仕える。そのため、
共通農業政策(Common Agriculture Policy: CAP)の補助金は、農業にではなく農村を対象にす
る比率が増している。 
第 2 は、住民のテリトーリオ教育である。住民、すなわち消費者はテリトーリオ教育を受ける

機会に恵まれ、地域に根ざした農業活動によって育てられた農産物・食品を購入・消費すること
が大切であると理解している。テリトーリオ教育では農業の多機能性も学ぶ。 
第 3 は、ネットワークによるテリトーリオ・アイデンティティと地域コミュニティの形成で

ある。生産者、住民、ステークホルダーら地域の主体はネットワークを形成し、協力しあいなが
ら GI の生産と販売をつなぐテリトーリオの共有財を再発見し、活用し、新たな意味を付与する
ことでテリトーリオのアイデンティティを形成することができる。コモンズの精神が基層にあ
ることから、異なるセクターの主体の水平的関係のみならず、地方行政、GI 登録団体、農業従



事者らの垂直的関係においてもステークホルダーは信頼とネットワークを形成し、協働活動で
地域コミュニティを守ろうとする。 
第 4 は、農業の多機能性による持続可能なフードシステム作りである。イタリアの農業は、経

済と非経済のバランスを取ることで豊かな社会を実現する。豊かな社会の源泉は農業の多機能
性である。 

 
重要な概念はテリトーリオである。テリトーリオは「地形・地質、水や緑の生態系などの自然

条件の上に、人々の手になる農業の営みやそれが結実した景観があり、町や村の居住地に加え、
農場、修道院が点在する。その総体」(陣内, 2019, p.13)であり、都市、集落、田園の「1 つの共
通の社会経済的・文化的アイデンティティをもつ地域」(陣内他, 2019, p.2)と定義される。 
テリトーリオ活性化によって農村に輝きを取り戻すことに成功した国としてイタリアが挙げ

られる。農業経営は地域の地形と歴史に深く結び付いているという主張にならい、コモンズの精
神を持つ関連主体が地域の社会関係資本を再発見・活用しプロジェクト活動を通じたボトムア
ップ型共同行動でテリトーリオの文化的アイデンティティを形成し、経済・社会・環境価値を生
み出す。成果として 2022 年 3 月に白桃書房より書籍『イタリアのテリトーリオ戦略：甦る都市
と農村の交流』を出版した。 
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